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救済者としての農民
―ユダヤ人を救った人々（ 6 ）―
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要　　　旨
ナチス独裁体制下でユダヤ人をホロコーストから救済しようとしたドイツ人
については，これまでベルリンなど大都市の住民が主であったと考えられてき
た。大都市では，ユダヤ人は群集の匿名性のなかに隠れることができるし，複
数の支援者，隠れ家を確保する可能性も高かったからである。もちろん，反面
としてスパイに密告される危険性もあったが。
他方，農村地帯に潜行していたユダヤ人については余り知られていなかっ
た。一般に農民は保守的であり，ユダヤ人救済という危険を冒すことはないだ
ろうと考えられていたからである。また，農村は人口も稠密ではないので，農
家に潜行していたらすぐに密告される危険が高いからである。しかし，実際に
は農家に匿われ，生き延びたユダヤ人もいた。その例として，マルガ・シュ
ピーゲルというユダヤ女性とその夫，娘の例を紹介した。彼らは複数の農民に
長期間助けられ，生き延びることができたのである。
キーワード
ユダヤ人，ホロコースト，救済者，農民
「ユダヤ人を救った人々」というこのシリーズで，これまで様々なユダ
ヤ人救済者を取り上げてきたが，考えてみると，彼らのほとんどすべてが
都市の住民であった。とりわけ，首都ベルリンの救済者のネットワークを
このところ描いてきている。大都市ではユダヤ人の地下潜行者は，ゲシュ
タポや密告者の目を警戒しながらではあるが，群衆の匿名性のなかに身を
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潜めることができた。また，大都市では潜行場所を複数確保し，何人かの支
援者を見つけることも可能であった。こうして，ドイツ敗戦時に，ベルリン
では実際に数千人ものユダヤ人潜行者たちが生き延びることができている。
今回はしかし，農村をユダヤ人救済の舞台として取り上げようと思う。
救済者は，当然農民ということになる。しかし，「救済者としての農民」
という設定は，実は私にとって驚きのテーマでもあった。農民がユダヤ人
の救済者になる，ということは想定していなかったからである。なぜなら
ば，一般に農民たちは生活様式からして保守的であり，慎重であるので，
潜行するユダヤ人を助けるなどという危険な仕事には手を出さないだろ
う，と思っていたからである。また，匿名性に隠れることのできる都会と
は異なり，人口密度の少ない農村部では，誰がどこの家にいるか，という
ことは筒抜けであり，見知らぬユダヤ人が身を隠す場所など確保できない
だろう，と思ったからである。見慣れない人物が農家にいたら，近隣の
人々にすぐに疑われ，密告されるのではないだろうか。
ところが，実際には農村で農民たちに助けられ生き延びたユダヤ人たち
がいたのである。今回は，そのようにして農民に助けられたユダヤ人女性
のマルガ・シュピーゲル（旧姓ロートシルト）の回想記を紹介したい。な
お，マルガの体験はルーディ・ベーケン監督の手で2006年に映画化されて
いる。
1 ．潜 行 ま で
マルガ・ロートシルトは1912年にヘッセンのヘルスフェルトに生まれ
た。父親のジグムントは豊かな商人で，第 1 次世界大戦では前線で戦っ
た。祖父も普仏戦争に兵士として出征していた。一家は小さな町でユダヤ
人として差別されることはなかった。1933年にヒトラーが政権を取ったと
きも，父親は「どうせ奴らはすぐ駄目になる」と楽観的だった。しかし，
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やがてユダヤ人行商人が殴り倒されたり，ユダヤ人の飲み屋の主人が理由
も明らかにされず連行され戻らない，という事件が次々に起こるように
なった。
1934年には父親が保護拘禁処分を受けた。保護拘禁とは，逆説的だがナ
チの襲撃からユダヤ人らを守るための処置とされていた。マルガは母親と
いっしょにマールブルクに拘禁されている父親に面会に行った。保護拘禁
の期間は 6 か月以内とされ，半年が過ぎる前に父親は帰って来た。父親
は，拘禁中のことをほとんど話そうとはしなかった。
しかし，父親が家にいられたのはごく短い期間だった。ある日， 4 人の
親衛隊員が家にやって来た。案内役は，父親と取引のあった建設業者だっ
た。この男は，支払いの済んでいない借金の領収書を書け，と強要した。
仕方なく父親は応じたが，数週間後にまた保護拘禁のためマールブルクに
移送されてしまった。
マルガの個人的な運命も暗雲に包まれた。その頃はまだ元兵士のユダヤ
人の子弟は大学での勉学が禁止されていなかったので，マルガはマールブ
ルク大学で物理学などを学び始めていた。ところが， 2 学期を終えたとこ
ろで，すべてのユダヤ人に大学での勉学が禁止されることになった。町で
のユダヤ人に対する嫌がらせもエスカレートしてきた。父親の仕事を手伝
い始めたマルガは，反ユダヤ主義者の家に請求書を持って行ったが，裏口
からではなく玄関から入ったために告発され，「このユダヤの雌豚はドイ
ツ人家族を侮辱した」というプラカードを掲げる男のうしろで町中を歩か
なければならなくなった。彼女の背後にはぞろぞろと町の人間が続き，ト
ランペットや太鼓で演奏する楽隊さえもいた。マルガには忘れることので
きない忌まわしい体験であった。
ある日，マルガは父の兄弟が住んでいたバート・ヘルスフェルトへ自動
車で行き，帰って来て自宅近くで車を停めた。すると，ふたりの警察官が
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現れ，彼女はすぐに逮捕された。逮捕理由も告げられずに，マルガは留置
所に入れられてしまった。眠れない不安な一夜をマルガは過ごした。知り
合いの警察官が朝食を出してくれ，慰めの言葉をかけ， 2 日後に地区警部
が見回りに来たら釈放を働きかけてくれる，と言ってくれた。親切な警察
官は，父親には真実を話すが，心臓の悪い母親にはマルガはまだ親戚に家
にいると伝える，とまで言ってくれた。地区警部はマルガを尋問して同情
してくれ，マルガを逮捕したふたりの警官を呼んだ。マルガが逮捕された
理由は次のような突拍子もないものだった。
マルガの父親が店舗を売らなければならなくなった男が居酒屋で酔っ払
い，男の家の地下室にある砂箱の上に保存されていた野菜にマルガが尿を
かけたのを窓越しに見た，と喋ったのである。マルガはそんなことをして
いないと強く否定し，地区警部が実況見聞することになった。結局，窓越
しに地下室の内部の様子を目撃することはできないことが明らかになり，
マルガは釈放された。
やがてマルガはアーレン出身のユダヤ人男性ジークムント・シュピーゲ
ルと結婚し，アーレンで暮らし始めた。マルガは妊娠し，友人たちからも
「こんな時期に出産して大丈夫か」と心配された。母は心臓病で亡くなっ
たが，父親もアーレンのマルガの近所に住むようになった。1938年に娘の
カーリンが生まれ，家族は束の間のよろこびに包まれたが，その後すぐに
マルガの父親はオラーニエンブルク・ザクセンハウゼンの強制収容所に 6
月14日収容されることになった。それから間もなく父親の死亡通知が届い
た。「内出血」が死因とされていたが，おかしなことに死亡した日は 6 月
12日と書かれていた。
1938年11月 9 日，ポグロムの嵐がドイツ全土を吹き荒れた「水晶の夜」
に，突撃隊がマルガの家にも押し入ってきて破壊行為を働いた。「18歳で
兵士として十字勲章をもらった自分には手をあげられないはずだ」と常々
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言っていた夫も突撃隊員にさんざん殴られた。1939年10月 5 日，すべての
ユダヤ人はアーレンの町を出るように，という命令が下された。ユダヤ人
はつてを頼って散らばった。マルガは夫や娘といっしょにドルトムントに
住むことになった。水道もないバラックに住まなければならなかった。
「移送」が始まっていた。どんな命令でも受け入れることに慣らされて
いたユダヤ人には，抵抗する術もなかったが，マルガの夫は，むざむざ移
送されまい，と決心していた。どうしたらいいのか，夫は日夜その手段を
考え続けていた。夫はユダヤの星のマークを隠して，列車や自転車で知人
を訪ねてまわった。かくまってほしい，と夫が頼んでも，答えはいつも
「できない」だった。ところが，ヘルベルンのアショフ夫人は「あなたの
家族を受け入れてもいい」と言ってくれた。
そして1943年 2 月27日になった。ドイツに残っていたユダヤ人全員が強
制移送される日である。「労働証明書の点検のために朝 9 時にドルトムン
トのと畜場に出頭すること。労働証明書を持参のこと」という命令をマル
ガと夫も受け取った。その日の朝 5 時半に夫は早くも家を出て行った。マ
ルガは潜伏するという夫の計画に反対しなかったが，小さな子ども連れで
本当にできるのか，懐疑的だった。夫はすでに，娘のカーリンに繰り返
し，他人に名前を聞かれたら，カーリン・シュピーゲルではなく，カーリ
ン・クローネと答えるように教え込み，練習もさせていた。
夫が出かけたあと，マルガはカーリンを起こして駅に向かい，ヘルベル
ンの最寄り駅カペレまでの切符を買った。周囲の人全員に監視されている
ような気持ちがして，心臓の高鳴りを抑えることができなかった。
2 ．潜伏生活の開始
マルガと娘のカーリンの乗った列車は，しばらくの間ヴェルネに停車し
た。マルガは，そこからアショフ夫人に電話して，カペレに列車が着く時
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間を伝えた。突然の電話にもかかわらず，アショフ夫人は動揺を示すこと
はなかった。そして，カペレまで長女を自転車で迎えに寄こしてくれた。
美しい早春の日だった。長女に自転車に乗せてもらいながら，マルガの心
は重かった。娘のカーリンと自分がこれからどうなるのか，まったく予想
もつかなかったし，他方でアショフ一家に大変な重荷を負わせてしまった
と思ったからだ。
やがてマルガたちは，森に隣接した非常に美しいアショフ家の邸宅に着
いた。アショフ氏はいかにも農民らしく正直で一本気な男だった。アショ
フ夫人は善意と愛情の塊のような女性だった。ふたりには 8 人の子どもが
いた。そこからすでに困難が始まった。長女と次女のふたりにはマルガと
娘の素姓が明らかにされた。長男は軍隊に行っていた。ほかの子どもたち
はまだ幼くて学校に行っていたので，素姓を知らせなかった。事の重大さ
を分らない子どもが，秘密を漏らしてしまう危険性があったから。
最初の何日か，マルガは不安でたまらなかった。アショフ家の世話は，
部屋も食事も申し分なかったが，あまりにも不確かなことが多すぎたから
だ。ひとりで出かけた夫がどうなったか分からなかったし，強制移送され
た親戚がどうしているのかも分からなかった。間もなく最初の試練がやっ
てきた。ある日，警察官がやって来て，台所でカーリンに名前を聞いた。
「カーリン」と娘が答えると，警察官はさらに「姓は」と聞いた。カーリ
ンはすぐに「クローネ」と答えた。最初の試験には合格したわけだ。
マルガは，空襲で家を失い，夫は軍隊に行っているので，娘とここに避
難している，と説明することにしていた。
3 月17日に夫がヴェルネから電話してきた。ヴェルネにマルガと娘をか
くまってもいい，という家族が見つかった，というのだ。ジクマンという
家族である。夫はドルトムントのある家に隠れていたが，そこを出なけれ
ばならなくなったときに，ジクマン氏が引き受けてくれたのである。ジク
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マン氏は何のためらいも示すことなく，すぐ夫をかくまってくれた。
夫は，最初にかくまうことを約束してくれたペントロプ家に移ることに
なったが，ペントロプ夫人が出産のため入院することになった。ペントロ
プ氏は夫を出征している息子の部屋にかくまったが，大きな農場所有者で
あるペントロプ家には使用人や外国人の農業労働者などが住み込んでいた
ため，夫は常に身を潜めていなければならなかった。夜になるとペントロ
プ氏が自ら暖かいミルクや食物を部屋に運んでくれ，夫は誰にも見つから
ないように階段を降りて用を足した。
ペントロプ氏の心遣いにより，マルガはペントロプ家にいる夫を訪問す
ることが許された。それどころか娘のカーリンも，アショフ家の長女の自
転車に乗せられ，父親に会いに行くことができた。カーリンにマルガは
「お父さんは軍隊に行っている」と言っていたが，カーリンが「お父さん
は，他の兵隊のようにどうして休暇をもらえないの」と疑問を口にしてい
たので，夫の「休暇」を演出する必要もあった。マルガは娘のカーリン
に，お父さんはほんの数時間だけ隊を離れることが許可された，と説明し
て，連れて行った。
5 歳のカーリンは，他人の話から，兵隊の父親は軍服を着ているはず
だ，と言っていたので，マルガは夫に軍服に似た服を着せなければならな
いと考えた。そこで，ペントロプ氏から消防団の制服を借りることにし
た。夫は第 1 次世界大戦で志願兵として戦った経験から，軍服には勲章が
ついていなければならない，と考えた。夫はドルトムントを脱出する際
に，兵隊時代にもらった鉄十字勲章を持って来たので，それを消防団の制
服につけることにした。ペントロプ家の部屋で夫に再会したカーリンは，
大喜びしたが，とりわけ夫の勲章に子どもらしく大感激したのだった。親
子の再会に立ち会っていたペントロプ夫人は，思わず部屋の外に飛び出し
た。笑いを抑えられなかったからだ。
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3 ．夫の苦難と娘の病気
ペントロプ家に隠れていた夫は，やがてそこで働いている農業労働者に
見つかってしまい，隠れ家を変えなければならなくなった。ペントロプ氏
は夫を農作業用の車に乗せ，真っ先にマルガのところに事態を知らせに
行った。マルガのいるアショフ家は人の出入りが多いため，夫をかくまう
ことはできなかった。しかし，アショフ家の人々は，親切にも夫をしばら
くかくまってくれると言ってくれた。結局，夫はある農家にかくまわれる
ことになった。
クリスマスが近づく時期で，マルガはアショフ夫人のクリスマスの準備
の手伝いをしていた。その時，女性の客があった。客が去ったあと，ア
ショフ夫人はマルガに女性客の言葉を伝えた。女性客はアショフ夫人に，
「あの人はシュピーゲル夫人でしょう。一体ここで何をしているんですか」
と尋ねたそうである。アショフ夫人はすぐに，「いいえ，シュピーゲル夫
人ではなく，ドルトムントから来たクローネ夫人です」と答えた。ところ
が，女性客は微笑するだけで，それ以上何も言わなかった。
マルガは驚愕した。自分の正体が見破られたと思ったからだ。とする
と，いつ告発されるか分からない。自分と娘カーリンの運命は風前の灯
だ，と思い，マルガはいても立ってもいられない気持ちだった。マルガ
は，自分の正体を見破った女性が飲食店の経営者であることを知り，ア
ショフ氏に様子を探りに行ってほしい，と頼んだ。アショフ氏の報告で
は，その女性店主は何も言わなかったそうである。マルガはあとで考えて
みた。その女性店主はアショフ家に災いが及ばないように，何もしゃべら
ないように決めたのではないか。
その頃，反対に滑稽な出来事もあった。アショフ家には，空爆による被
災家族も何組か同居していた。そのなかにナチ信奉者の主婦もいた。その
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主婦が感心したようにアショフ夫人に話をした。「クローネ夫人は空爆で
被災したのに，まるで平気な様子をしていますわ。クローネ夫人こそ，ナ
チ夫人の模範と言うべき女性です。」この話を聞かされ，マルガも笑わず
にいられなかった。
夫はある農家にかくまわれていたが，その農家の夫婦はかくまうことに
不安を抱くようになり，夫は出て行かなければならなくなった。夫はどこ
へ行くべきか，熟考を重ね，近くのノルトキルヒェンの農家ジルケンベー
マー家のことを思い出した。思い切って夫は，ジルケンベーマー家を訪
ね，自分の窮状を率直に打ち明け，かくまってくれるよう懇願した。驚く
べきことに，ジルケンベーマー家の人々は，この突然の頼みにも困惑する
ことなく，「あんたを破滅させはしない！」と言って，かくまってくれる
ことになった。夫にとっては，文字通り天の助けと呼べる幸運だった。
夫は，出征中の息子の部屋を与えられた。その部屋は台所からしか入れ
ないので，夫が家族以外の者の目に付く危険性は少なかった。食事は主婦
が運んでくれ，簡易トイレも準備された。ただ，問題は暖房だった。隣人
の目に付かないように，照明はもちろんのこと，煙が出るので暖房もつけ
られなかった。夫は厳寒の最中に暖房なしで過ごさなければならなかっ
た。しかし，ジルケンベーマー家の家族はみな夫に対してきわめて親切
で，夫妻は実の子でもあるかのように夫を大事にしてくれた。兵隊の息子
たちも休暇の際には，夫の部屋を訪れ，戦況など外の状況を伝えてくれ
た。一家の暖かい言葉が夫をどんなに励ましたことであろうか。
娘のカーリンがある日，全身に湿疹を生じた。いろいろと治療を試みた
が，病状は一向に改善しなかった。仕方なく近くの皮膚科専門医に診ても
らうことにした。医者はカーリンを小児病棟に入院させなければならな
い，と言った。身分証明書のないカーリンを入院させることができるの
か，とマルガは悩んだが，カーリンの病状が悪化したため，思い切って入
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院させることにした。病院の受付で，マルガは娘の名前を「カーリン・ク
ローネ」と告げ，夫は出征しているが，現在の居場所は分からない，と話
した。受付の中年の看護婦は，すべて了解しているかのような同情の表情
をし，それ以上何も尋ねようとしなかった。こうしてカーリンは入院し
て，ていねいな治療を受け，退院することができた。
アショフ家には人の出入りが激しいため，マルガは時々留守にした方が
安全だろう，と考えた。近隣のヴェルナに住んでいるジクマン家を頼るこ
とにした。マルガたちがアショフ家にかくまわれている事情を知っていた
ジクマン家は，マルガの頼みに即座に応じてくれた。ジクマン夫人は，近
くの修道院のヴェナンティウス院長に相談した。院長は，迫害された可哀
そうな人々を受け入れるのはキリスト教徒の義務だ，と答えた。ジクマン
夫人は自分たちの決断が正しいことの証明をもらった気分だった。ジクマ
ン家は中央通りに面していて，人の出入りも多いため，マルガたちを受け
入れることは危険性が高かった。自分たちの置かれた状況の危険性を予感
すらしない幼いカーリンは，ジクマン家の子どもたちと，毎日楽しく遊ん
だ。ジクマン夫人は，カーリンと自分の子どもの分け隔てをすることが
まったくなかった。
マルガはジクマン夫人と日曜日によく修道院の礼拝堂に出かけた。修道
院長はがらんとした礼拝堂で長い机の向かい側に座り，マルガを励まし，
こう言った。「私も農家の長男ですが，神に仕える道を選びました。私の
ひげを見てください。年の割に白くなっているでしょう。教会の指導者た
ちが早くから声をあげ，私たちのユダヤ人の兄弟姉妹に加えられた犯罪に
抗議をしていたら，こんなひどいことにならずに済んだでしょう。ナチも
私たち聖職者全員を銃殺することはできなかったでしょうから！　だか
ら，私のひげはこんなに白くなってしまったのです。」
その他，マルガは，ペントロプ家で病気の主婦の代わりをして家政をと
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りしきっていたマリア・ジュートフェルトとも知り合いになった。マルガ
は，やはりアショフ家に長く滞在し続けると不審を抱かれるのではない
か，という不安から，事情を知っているマリアに相談してみた。マリア
は，実家の両親に相談してみる，とすぐに答えてくれた。ただし，家族の
誰にもマルガの素姓は話さない方がいい，と付け加えた。やがて，マルガ
とカーリンはジュートキルヒェンにあるマリアの実家に招待された。そこ
で過ごした日々は，マルガたちには牧歌のような美しい思い出になった。
マリアの母親の身体から発する暖かさと安心感は忘れられないものであ
り，その暖かさや安心感はジュートフェルト家全員からも発するものだっ
た。とりわけジュートフェルト家の長男は，カーリンに優しく接してく
れ，家畜の世話をする際にはカーリンを連れ，また子馬にも乗せてくれた
りした。
4 ．ユダヤの星と大きな危機
ジュートフェルト家で楽しい数週間を過ごしたあと，マルガとカーリン
はペントロプ家にもどった。ちょうどペントロプ氏の50歳の誕生祝いが催
された。大祝宴となり，友人，知人がたくさん訪れた。夜になり，家族と
親戚だけの祝宴になった。ペントロプ家の長女アニーが踊りを披露するこ
とになった。マルガは彼女に黒い手袋を貸した。アニーは女性たちの囲む
祝宴のテーブルに上がり，歌い踊った。その姿はプロの踊り手も顔負け
だった。踊りながらアニーは片手の手袋を脱いだ。すると手袋の内部から
ユダヤの星がすべり落ちた。踊りを見ていた者たちは驚いた。マルガ自身
は，たまたまユダヤの星が落ちるのを見逃した。アニーは素早くユダヤの
星を取り上げて隠し，平気な様子で踊りを続けた。祝宴が終わり，客たち
が帰ったあと，ペントロプ夫人は何も知らないマルガにさっきの事件を知
らせた。ユダヤの星が落ちるのを見た女たちが，期せずしてマルガの方に
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視線を向けたことも。事態を初めて知ったマルガは驚愕し，ペントロプ夫
人と相談した。今すぐこの家を出て行くべきかどうか。長く相談しても結
論は出ず，ひとまず寝室に向かうことにした。マルガは一睡も出来なかっ
た。誰かひとりでも今晩の出来事を話したら，自分もカーリンも終わり
だ，と考えるといても立ってもいられない気分だった。
長い夜が開けた。唯一の希望は，目撃した女性たちがマルガに同情して
黙っていてくれることだった。そして，マルガの望みは裏切られることは
なかった。女性たちは誰ひとりあの夜の事件を漏らすことはなかった。自
分の夫に対してさえ。不安が消えたあと，マルガはつくづく反省するの
だった。よりにもよってユダヤの星をなんで捨て来ずに，手袋のなかに入
れておいたのか。いつでも捨てるチャンスはあったというのに。自分のこ
の過失がカーリンと自分の命取りになったかもしれない，と考えると，マ
ルガはいくら悔いても悔い足りない思いにかられるのだった。
ある晩，マルガがベッドで寝ていると，ドアを激しくノックする音が聞
こえた。驚いて飛び起き，ドアを開けるとペントロプ夫人が立っていた。
マルガはぐっすりと眠っていたため，何も知らなかったのだが，一時間前
に大事件が起こっていた。突然，ノルトキルヒェンから警官がふたりやっ
て来た。家宅捜査する任務を与えられたということだった。驚いたペント
ロプ氏が嫌疑を尋ねると，無届けで滞在している不審者がいるため，とい
う答えだった。この大変な危機の瞬間，ペントロプ氏は動揺を見せること
はなかった。眉ひとつ動かすことなく冷静にペントロプ氏は言った。「そ
れは誤解か，私に対する誹謗だ。私の家には誰もかくまわれていない。噓
だと思うなら，あんたたち自身で調べるがいい。」ペントロプ氏の動揺を
見せない態度に，警官は納得して，家宅捜索をしたが不審者は見つからな
かった，と報告する，と言って立ち去った。
この恐ろしい出来事を聞いたあと，マルガの心臓は恐怖のため破裂しそ
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うになった。ペントロプ夫妻は，家の外でまだ警官が見張っているかもし
れないので，今晩は自分たちの寝室で寝るのがよいだろう，と勧めた。マ
ルガは先ずカーリンを抱き上げ，ペントロプの子どもたちの寝ている部屋
に連れて行き，間に寝かせた。そのあと自分はペントロプ夫妻の寝室に
行った。ペントロプ氏は興奮のために真っ青な顔をして，ほとんど話すこ
とができなかった。マルガは，自分たちがペントロプ氏にどれほどの負担
をかけているのか，改めて思い知り，申し訳なさと自分の無力さを感じざ
るをえなかった。ペントロプ氏は，自分の出来ることの限界に来てしまっ
た，どうか明日，日の出とともに家を出てくれないか，とマルガに頼ん
だ。そうする他ないと思い，マルガはそうすると告げた。
しかし，マルガには行き先が思い浮かばなかった。朝早く，カーリンを
連れてペントロプ家を出たものの，町の十字路で途方に暮れた。ちょうど
自転車の警官が通りかかった。警官に声をかけられたら，すべてを告白し
てしまったかもしれないような深い絶望感にマルガはとらわれていた。警
官は右に曲がり，マルガは自転車を避けるように左に曲がった。その瞬
間，無意識のうちにマルガに行き先が浮かんだ。ジクマン家に向かうの
だ，と。希望の光のように，マルガの耳にジクマン家を去るときに聞いた
言葉が響いた。「いつかカーリンといっしょにまた来たいと思われるな
ら，またそうしなければならなくなったら，どうぞ来てください！　私た
ちの住所をご存知でしょうから。」
テロルの支配している時代にこのような言葉を言える人々がいたのは，
ほとんど奇跡のように思われる。彼らがこのような超人間的な力をどこか
ら得たのか，と不思議に思えるほどだ。しかしながら，マルガは，大きな
不安を抱いてジクマン家の前に立った。行き場のない自分たちをジクマン
家の人たちが本当に受け入れてくれるのか，と。しかし，その日は永遠に
忘れられない日となった。ジクマン家の人々は再会を本当に心からよろこ
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んでいるように見えた。ちょうどその日は，娘のヨハンナの「名の日」で
あり，家族の祝宴の準備がなされているときだった。午後になってやって
きた親戚たちに，マルガとカーリンは当たり前にように，避難者のクロー
ネ母娘として紹介された。ひとつのテーブルに他の人々と並んで座り，お
やつのケーキも出された。戦争中でケーキはとても貴重だったが，マルガ
は不安のためひと口も食べられなかった。
翌日，マルガはジクマン夫妻に自分たちの置かれた危機的な状況を説明
することにした。彼らを不安にしてしまうかも知れないが，長期間かく
まってもらうには真実を打ち明けておいた方がよい，と考えたからであ
る。ジクマン夫妻はマルガの説明を聞いても，冷静さを失わず，彼女と
カーリンをかくまうと約束してくれた。マルガは，緊迫した状況を夫と，
夫をかくまってくれているジルケンベーマー家にも伝えた方がよい，と考
えた。マルガは再び修道院を訪ね，院長に相談した。院長もマルガの意見
に賛成して，ジクマン夫妻といっしょに翌日ジルケンベーマー家を訪ね
る，と言ってくれた。院長はいろいろと励ましの言葉を向けて，マルガは
大いに心強く感じた。院長は最後に，「もしこれからどうしようもない事
態が生じたら，ここにやって来なさい，かくまってあげるから」と言って
くれた。どうしようもないときには，修道院の門が開いて受け入れてくれ
る，ということは，マルガにとって本当に心強い励ましだった。
翌日，ジルケンベーマー家の人々は，何かあったと予想しながらも，表
向きは冷静にジクマン夫妻と修道院長を迎えた。彼らの話を聞いてもジル
ケンベーマー氏の態度は変わらないようだった。しかし，彼は内心では大
いに動揺していた。そのことは，ジルケンベーマー氏が夫の隠れている部
屋に行って，「君の妻子が捕まったことを知ってるか」と切り出したこと
で分かる。この知らせは夫を絶望におとしいれた。夫は，床に穴が開いて
吸い込まれたような気分がした。夫の反応を見て，ジルケンベーマー氏は
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あわてて付け加えた。「いや，実はまだ捕まってはいないんだ。今はジク
マン家にいる。」この言葉で夫は生き返ったような深い安堵を覚えた。そ
れから夫は，修道院長とジクマン夫妻と今後の対処方法を相談した。
それから数週間，ジクマン家にいるマルガたちに対して何も変わったこ
とは起こらなかった。ジクマン夫妻は，アショフ家とペントロプ家に出か
け，「不審者」に対する捜索が続いているかどうか，情報を集めた。幸い
なことに，捜索が継続している様子はなかった。マルガは安堵したが，潜
行生活もすでに18か月になっていた。これからあとどのくらい続くのか，
と想像すると底無しの重い気分にならないわけにはいかなかった。
5 ．決断と解放
マルガたちの潜行生活が長引いている間，戦争は急速に終局に向かいつ
つあった。1944年の晩秋には，マルガのいる地域の近隣都市にも激しい空
襲がなされるようになった。アメリカ軍はすでにアーヘンを占領してい
た。ラジオからは，「敵の攻撃に対し最後の最後まで防衛するように」と
いう叫びが繰り返し流されていた。1944年10月29日はマルガにとって運命
の日であった。その前の数日間，地域行政の中心都市，ミュンスターは夜
の空襲を受けて壊滅的な被害を受けていた。そのニュースを聞いて，マル
ガにあるアイデアが浮かんだ。この機会を利用して，正式な証明書を発行
させよう，という考えである。他方で，これは危険この上もない企てで
あった。マルガはアショフ家の長女アニーに相談を持ちかけた。彼女はこ
の困難な状況でも，もっとも忠実な友人であることを証明した。
午後遅く，ふたりは自転車で出かけた。戦闘機による機銃掃射の危険が
あるなか，用心しながらだった。ミュンスターに到着すると，焼け跡のに
おいがあたり一面に立ちこめていた。マルガは，学校の建物に暫定的に作
られた住民登録課に出頭した。ハーケンクロイツの飾られている建物のな
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かにマルガが入って行くとき，彼女は何とも言えない気分だった。担当の
警官に，マルガは知人を頼り避難して来たここミュンスターで空襲にあっ
たので，証明書を発行してほしい，と申請した。警官は，空襲の目標に
なっていたミュンスターにわざわざ子ども連れで避難してきたことに不審
を抱いた。警官は「知人」の住所を尋ねた。マルガは，このような質問を
受けるだろうと準備していた「グリュートガッセ 1 番・ 2 番」と答えた。
警官は，不審そうな表情をした。彼はその近くに住んでいるが，その番地
には住宅はないはずだ，とさらに質問した。マルガは焦ったが，急にまた
番地を変えると疑われると思い，「住宅ではなく商店の物置に数日暮らし
ていた」と答えた。幸い住民登録課は大変な混雑で，警官がマルガの事情
聴取に時間を取ることはできなかったので，それ以上質問されることな
く，正式な住民票を手に入れることができた。
マルガとカーリンにとってこの住民票は魔法の笛のようなもので，すべ
ての危険から身を守ることができた。お役所の書類を疑う者は誰もいな
かったからである。住民票により食料の配給も正式に受けることができる
ようになった。
1945年の復活祭前の聖金曜日の朝，アショフ家の子どもたちが教会から
帰り，村にもうアメリカ軍の戦車が整列している，と報告した。マルガ
は，これで救われた，と感じたが，他方で，これから市街戦が始まり，こ
こにも戦火が及ぶのではないか，と不安を抱いた。娘のカーリンも怯えて
いた。アメリカ兵が怖かったのである。皮肉なことに，カーリンは彼女を
死に追いやるかもしれないドイツ兵に対しては恐怖を覚えず，解放者であ
るアメリカ兵を恐れていたのである。マルガはカーリンを抱き締めて早目
にベッドに向かった。その夜，村の反対側から火の手が上がった。親衛隊
がアメリカ軍の戦車に最後の抵抗を試みているようだった。
日が昇り始めた早朝，重量のある車両が通り過ぎていく規則的な響きが
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聞こえてきた。マルガがこっそり起きて，窓から外を眺めると，巨大な戦
車が何台も通って行くところだった。戦車の車体には星のマークがついて
いた。解放の星，アメリカ軍のマークだった。翌朝，我慢し切れずマルガ
は，アショフ家の長女アニーと早朝ミサに出かけた。カトリック教会でマ
ルガはユダヤの神に感謝の祈りを捧げた。教会の前には背の高いアメリカ
軍の憲兵が立っていた。ガムをかみながら。マルガが片言の英語で話しか
けると，憲兵の表情がゆるみ，笑顔となった。マルガはアショフ家に村で
初めてアメリカ製のガムとチョコレートを持ち帰ることになった。
こうして，マルガは夫との再会も果たし，長かった潜行生活に別れを告
げ，カーリンと三人の家庭生活を取り戻すことができた。
マルガの回想記では，彼女と娘のカーリン，それに夫が複数の農家の
人々の助けを借りて生き延びた模様が詳しく記述されている。農民は保守
的で閉鎖的だ，という一般の先入観を覆す体験記である。どうして，ペン
トロプ家を初めとする農民たちは，ユダヤ人を救うという命懸けの行為に
躊躇しなかったのであろうか。少なくとも，救済者である農民たちには共
通点があったように思われる。彼らは，裕福な自立した農民であり，家族
の絆を大事にしていて，また敬虔なキリスト教徒であった。しかしなが
ら，逆にこのような特性の農民たちが皆，ユダヤ人救済者になったわけで
はない。彼らのユダヤ人救済行為の理由について，納得できる明確な答え
を出すのは難しい。今のところ，この問いに対する答えを出すことを急ぐ
よりも，先ずは，農村部にもユダヤ人救済という良心の灯を消さなかった
人々が確実にいたことだけを確認して，本稿を終わりたい。
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